
(仮称)土屋呼吸器ｸﾘﾆｯｸ 新築工事 

 
１．はじめに      
本工事は、静岡市清水区天王東において開業する個人病院の建築工事です。医療施設としての衛生保

健上の設備を備えるだけではなく、地域に溶け込む町医者として、地域に根差した建築物にする事を

目的に建造する事を目的にしています。 
この目的を達成するために、単に医療活動をするだけの無機質な建築物にするだけではなく、明る

く・清潔感のある建築物にすることに配慮致しました。 
 
２．工事概要 
  工事名称   (仮称)土屋呼吸器ｸﾘﾆｯｸ 新築工事 
  工事箇所   静岡市清水区天王東 地内 
  工  期   着手 平成 27 年 10 月 1 日   竣工 平成 28 年 2 月 18 日 
  発 注 者   民間 (個人) 
  請負金額   ￥ 96,500,000- (税別) 
  工事内容    

構  造 : 鉄骨 2 階建て(≒19.0t) 
最高高さ : 7.2m 
延床面積 : ≒305m² 
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３．安全管理に関する取組 
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本工事では、建築土工による残土搬出処分時の法令順守及び安全運行について留意した。 
  留意した要因 

①   小中学校が隣接し、通学路が近くに配置されていた。 
②  大型ダンプトラックによる交通事故は、公衆災害として重大事故となる。 
③  大型ダンプトラックが、加害者となった場合、被害者は重篤な被害を受ける。 

 
  上記の要因に対しての作業場での取組み 
   過積載による危険運転の防止を図る為に、積込時の嵩高管理を行い過積載の防止に努めた。 
   又、測定管理を現場で行う事で、積込重機ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ及び運搬車の運転手に対して、啓蒙・周知

活動となり安全運行への意識づけのきっかけとなった。 
 【管理書式】 

  

      

     

ｋｇ
※最大積載量はメーカー、車種により差異があるため

積　載　物 残土(シルト混り砂)

　10tDT 9,700 静岡100　は　10-28

　 車検証の記載値とする。

荷台実測 W1=2.20m L1=5.00m

積　載　超　過　防　止　対　策 (仮称)土屋呼吸器クリニック新築工事

車種及び車番 車種 最大積載重量 車番

L1

W1

以上より、積載管理高さを0.50 m とする。(対象車輌のみ適用)

　　　　　　安全側に考慮して、積荷に隙間が生じる荷台容積比率を乗じないものとする。。

積載可能嵩高＝最大積載量　／　(単位重量×Ｗ１×Ｌ１)

0.52m≒9.7/(1.7×2.20×5.00)

　　　　　　普通土単位重量 ・ 1.7t/m³(参考値)　

完成パース 

天王町 

作業場 



3-2 
本作業所での安全留意事項の周知徹底についての工夫。 
 
営業中の商業店舗敷地内での工事と言う特性上、注意事項及び約束事の周知徹底を図らなければい 
ない状況だった。 
取組みとしては、 
第一段階  送り出し教育   作業所教育ﾎﾞｰﾄﾞ(別紙資料 A3 版)を作成し、入場業者に配布。 
第二段階  新規入場者教育  作業所教育ﾎﾞｰﾄﾞを用いて、口頭教育。 
第三段階  日頃の声掛け   目に付く、現場自動販売機・仮設ﾄｲﾚ等に掲示。 
 
【送り出し教育・新規入場者教育ﾎﾞｰﾄﾞ】 

 
 
 
             
 

自販機の CM ｽﾍﾟｰｽへの教育ボード掲示状況 
 
 

【仮設計画図ﾎﾞｰﾄﾞ】 
安全朝礼看板及び休憩所等に掲示周知 

 
 
 
 
 
 
 
 
                     同左 確認近景 
 

朝礼看板への掲示状況                      休憩所への掲示状況 
 

 
結果、全入場従事者の意識統一が図れ、現場ルールを逸脱した不安全行動及び迷惑行動が皆無となり 
隣接店舗様・地域住民様からの苦情 0 件を達成出来た。 



4．品質管理に関する取組 
 
本工事では、品質に関する通常管理だけでなく、見える化を推進致しました。 

  
 推進理由 
  見える化を図る事により、施工品質の透明性及び正確性の向上させる。 
 
 手  法 
  ・記録写真の細分化 
  ・出来形管理表の保存 
 
 【ｺﾝｸﾘｰﾄ工事「品質」】 
 
 
 
自作                     

 
自作のﾃｽﾄﾋﾟｰｽﾗﾍﾞﾙによる 

供試体の信用性の向上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      ﾗﾐﾈｰﾄを利用した自作 TP ﾗﾍﾞﾙ 
 
 
 
 
 
 
 

【板金工事「受入材料」】 
 
 
 
 
 
                      現場検収状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      設計材厚の確認近景 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      ｶﾗｰｽｷﾑとの相違確認 
 
 
 
 



出来形管理表の保存による、情報開示 
【鉄筋工事「圧接 VI」】 

 
 
結果、 記録写真の細分化と出来形管理表の保存により、隠蔽部等の数値証明及び品質証明に 
信用性の担保が出来ると共に、発注者・設計監理者の信頼を得る事が出来た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5．設計思想の現場施工反映 
 
 計者より、明るく使用者にやさしい物づくりを要望された。 

 
 現場施工に際して下記の点について留意した。 
・右対称で、ちりの無い納まりにして、すっきり見せる様に施工反映した。 
・使用者の動線を考慮して、壁の出隅部を R 面とした。 
・清潔感のある表層仕上材を提案・採用した。 
・ﾒﾝﾃﾗﾝｽを考慮して、壁ｸﾛｽに伸縮目地を設けた。(建具廻り等) 
・使用者へのﾋﾔﾘﾝｸﾞを通して、要望事項を施工反映させた。 

 

 
 
 

ｸﾛｽの伸縮を吸収する目地 

左右対称を心掛け、ちりの無い納まり状況 



6．施設紹介 
 
当院の２階には西洋医学の範囲をこえて、健康に対する学びのｽﾍﾟｰｽがあります。 
 
・健康相談が気軽に出来るﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ。 
・自己疫力を高める為の、自然療法のひとつである食育が出来るｵｰﾌﾟﾝｷｯﾁﾝ。 
・ﾃﾞﾄｯｸｽ効果のあるヨガ等の体操の出来るｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ。 

 
 
院長先生の生まれ故郷であるこの地で、地域の皆様のかかりつけ医として医食同源を進める事の 
出来るｽﾍﾟｰｽとなっています。 
 
 
 
 
 

7．相違工夫に対する取組 
 
●災害時に於ける、避難通路としての階段に対する配慮 
 
災害時に停電となっても、安全に階下に降りる事が出来る様に、階段の段鼻に蓄光材を施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
 
 
 
      《蓄光材填め込み前》               《蓄光材填め込み後》 

造作階段に彫り込みを施す              段板とﾌﾗｯﾄに納まる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       《夜間 発光状況》階上より           《夜間 発光状況》階下より 
 
 
結果、 発注者・設計監理者より災害時に於ける避難経路の安全が担保出来ると評価頂きました。 
 
 



あとがき 
今回の工事では、無事故・無災害で終えるだけでなく、品質確保が出来たうえで工期遅延も無く完成

することができました。隣接商業店舗様の営業妨害もなく、地域住民の方々からの苦情も無く竣工す

る事が出来ました。 
設計監理事務所様・協力業者様の多大なるご支援が、形になった個人医療施設の建設工事でした。 

 
                  完 成 (外 観 -1- )                                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       
 
 
 
 
 
 

 
   完 成 (外 観 -2- )   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                   完 成 (内 観)  


